
鐵
利
の
住
地
に
就
い
て

小

タ

裕

人

　
湿
雪
時
代
の
鞍
忍
草
部
族
の
研
究
は
、
こ
の
部
族
と
渤
海
の
政

治
的
支
配
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
し
、
延
い
て
は
渤
海
の
國
家
組

織
や
就
會
組
織
を
考
究
す
る
上
に
於
い
て
も
必
要
な
問
題
で
あ
る

が
、
何
分
に
も
鞍
輪
回
自
身
の
記
録
な
く
資
料
不
備
な
る
が
た
め
、

從
來
の
研
究
は
そ
の
住
地
に
諒
し
て
す
ら
所
設
優
々
に
し
て
全
く

餅
す
る
と
こ
ろ
な
き
部
族
も
あ
る
。
こ
・
に
問
題
と
す
る
鐡
利
蘇

鞘
の
住
地
に
就
い
て
も
、
既
に
松
井
等
氏
・
鳥
山
喜
一
氏
・
池
内

宏
博
士
・
津
田
左
右
吉
博
士
等
の
諸
先
叢
に
よ
り
各
異
れ
る
考
詮

が
萬
さ
れ
て
、
乗
だ
何
れ
に
適
捌
す
べ
き
か
を
知
ら
な
い
有
様
で

あ
る
。
余
も
亦
諸
先
輩
の
後
に
附
し
て
い
さ
さ
か
そ
の
住
地
に
就

い
て
考
へ
て
見
た
い
の
で
あ
る
。
先
豊
の
叱
正
を
得
れ
ば
幸
甚
で

あ
る
。

鐵
利
の

住
地
に

就
婁
　L

　
鐵
利
の
佳
地
に
關
す
る
從
來
の
研
究
の
主
な
る
も
の
は
、
次
の

四
説
で
あ
る
。

　
（
イ
）
圖
偲
江
の
北
、
興
凱
湖
の
南
説

　
　
　
　
　
丁
　
若
　
鑛
　
　
大
韓
斑
寮
母
、
雀
五

　
（
ロ
）
黒
龍
・
烏
蘇
里
爾
江
合
流
地
方
説

　
　
　
　
　
松
井
　
等
氏
　
　
満
洲
歴
史
地
理
、
巻
二
、
四
五
頁

　
　
　
　
　
鳥
山
喜
一
氏
　
　
渤
海
論
考
、
二
九
四
頁
以
下

　
（
ハ
）
熟
蚕
河
流
域
詮

　
　
　
　
　
池
内
宏
葉
璽
懲
諦
纒
整
．
、
第
三
巷
、

　
（
二
）
牡
丹
江
流
域
説

　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
博
士
　
同
右
（
二
八
二
一
二
八
五
）
頁

（
イ
）
の
詮
に
於
い
て
、
圖
椚
江
の
北
、
興
凱
湖
の
南
と
書
～
ば
、

大
罷
今
の
緩
券
河
流
域
地
方
に
當
る
が
、
こ
の
地
方
に
は
渤
海
時

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
三
入
一

（137　）T



　
　
　
　
　
鐵
利
の
住
地
に
就
い
て

代
に
車
賓
府
の
置
か
れ
た
地
で
あ
る
こ
と
、
松
井
等
氏
の
研
究
に

よ
っ
て
（
満
洲
歴
史
地
理
，
第
二
巻
、
四
一
八
頁
、
第
二
巻
、
四

四
頁
）
温
く
疑
が
な
い
か
ら
，
こ
れ
を
鐵
利
府
の
故
地
に
擬
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。

　
（
ロ
）
の
説
の
場
鮎
は
池
内
博
士
が
既
に
指
摘
さ
れ
た
（
満
鮮
、

三
、
六
頁
）
如
く
で
多
言
を
要
し
な
い
。
臨
書
東
夷
傳
に
よ
る
と
、

唐
に
朝
貢
し
た
鐵
利
部
の
住
地
は
、
黒
水
鞍
鵜
よ
り
西
方
に
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
疑
ひ
な
く
、
且
つ
黒
水
鞍
錫
は
東
流
松
花
江

下
流
域
に
も
住
ん
で
居
た
こ
と
後
述
の
如
く
正
し
い
と
す
れ
ば
、

こ
れ
よ
り
も
東
方
な
る
斎
篭
里
江
下
流
地
方
に
鐵
利
部
を
置
か
ん

と
す
る
こ
の
詮
は
、
そ
の
根
糠
を
失
ふ
こ
と
と
な
る
。

　
次
に
（
ハ
）
の
池
内
博
士
の
阿
什
河
流
域
詮
と
、
（
二
）
の
津
田
博

士
の
牡
丹
江
流
域
設
は
、
同
時
に
登
表
さ
れ
た
も
の
で
、
共
に
未

だ
検
討
さ
れ
て
居
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
池
内
博
士
の
説
に
就
い
て
考
へ
る
と
，
博
士
は
先
づ
黒
水
二
輪

の
住
地
を
今
の
依
爾
以
東
の
地
と
さ
れ
、
依
繭
の
地
に
は
そ
の
中

心
部
落
が
あ
っ
た
ら
う
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
西
方
に
在
っ
た

に
粗
蓮
な
い
鐵
利
部
の
住
地
に
就
い
て
は
、
そ
の
候
補
地
と
し
て

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
弗
二
號
　
　
三
入
二

依
薗
よ
り
西
方
に
於
い
て
重
要
な
る
地
黙
な
る
阿
仕
河
流
域
を
欺

け
ら
れ
た
。

　
癒
し
て
こ
の
地
方
の
他
の
諸
要
地
に
、
そ
れ
ぞ
れ
唐
史
に
よ
っ

て
こ
の
地
方
に
居
た
ら
か
と
推
定
さ
れ
る
他
の
諸
部
族
を
常
て
、

懐
徳
附
近
に
は
越
喜
鞍
報
、
農
安
地
方
に
は
虞
婁
鞍
賜
、
大
楡
樹

附
近
に
は
挑
浬
鞍
輪
等
を
託
て
て
、
こ
の
地
方
に
於
い
て
唯
｝
残

さ
れ
た
要
地
な
る
器
什
河
地
方
が
、
鐵
利
部
の
住
地
と
し
て
最
も

適
當
で
あ
る
と
圭
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
池
内
博
士
は
「
鐡

利
が
黒
水
府
の
所
在
地
た
り
き
と
甚
し
き
今
の
三
姓
（
依
蘭
）
を
限

界
と
し
、
其
の
西
方
に
於
け
る
簸
る
地
方
に
落
せ
し
部
族
な
り
し

は
殆
ど
疑
ψ
蟹
容
れ
ざ
る
な
・
り
」
と
弥
笹
櫓
さ
れ
（
一
億
鮮
、
三
、
閲
H
六
頁
）
、

叉
「
鐵
利
の
佐
地
を
煮
麺
以
西
に
局
限
し
此
の
方
面
に
之
を
覚
む

る
と
す
れ
ば
、
先
づ
其
の
公
書
地
と
し
て
阿
蘇
楚
喀
（
阿
仕
河
）
の

流
域
を
閑
却
す
る
能
は
す
」
と
雷
は
れ
た
。

　
池
内
博
士
の
こ
の
設
を
成
立
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
先
づ
今
の

依
託
地
方
が
黒
水
鞍
勤
の
往
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
若
し
こ
の
こ
と
が
確
で
な
く
、
黒
水
蛛
賜
が
無
敗
よ
り

も
更
に
東
方
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
黒
水
聯
鵜
よ
り
此
方
に
居
た

〈138）



鐵
・
利
部
は
依
蘭
地
方
に
居
た
と
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
然
る
に
黒
水
鞍
鵜
に
關
す
る
史
料
を
よ
く
調
べ
て
見
る
と
、

依
蘭
地
方
に
黒
水
秣
鵜
が
居
た
と
見
ら
れ
る
十
分
な
詮
糠
は
な
い

の
で
あ
る
。

黒
水
株
賜
は
黒
龍
江
流
域
に
居
た
の
み
な
ら
す
、
東
油
松
花
江

下
流
地
方
に
も
住
し
て
居
た
こ
と
疑
ひ
な
い
が
、
依
蘭
地
方
に
も

居
た
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
こ

れ
に
就
い
て
一
言
し
よ
う
。

（
二
）

　
先
づ
松
井
等
氏
は
、
黒
水
部
は
黒
水
師
ち
今
の
黒
龍
江
の
下
流

域
に
住
ん
で
房
九
と
さ
れ
九
（
満
洲
地
理
歴
史
研
究
報
告
第
一
巻

四
三
〇
頁
）
。

　
然
る
に
箭
内
博
士
は
、
「
唐
代
の
所
謂
黒
水
は
、
嚴
密
に
今
の
黒

龍
江
を
指
せ
る
に
あ
ら
す
し
て
、
松
花
江
の
下
流
を
も
品
名
の
下

に
照
せ
し
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
す
、
黒
水
府
の
位
置

は
當
時
に
於
い
て
は
、
恐
ら
く
A
、
の
依
薗
よ
り
甚
だ
隔
絶
せ
る
虚

に
は
あ
ら
ざ
り
し
な
る
べ
き
が
故
に
、
金
気
に
於
け
る
闇
元
城
（
今

　
　
　
　
　
鐵
利
の
住
地
に
就
い
て

の
依
繭
）
と
、
唐
草
に
於
け
る
黒
水
府
と
は
、
或
は
略
同
｝
地
な
り

し
か
と
も
想
像
せ
ら
る
」
と
言
は
れ
た
（
満
洲
歴
史
地
理
研
究
報
告

第
二
巻
、
三
七
七
頁
）
。

　
こ
の
説
は
そ
の
後
學
界
一
般
の
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

も
の
の
如
く
、
池
内
博
士
（
満
鮮
、
三
、
二
六
一
四
三
頁
）
も
、
津
田

博
士
（
同
上
、
二
八
四
頁
）
も
、
等
し
く
こ
れ
に
依
著
し
て
鐵
利
の

住
地
を
考
定
さ
れ
た
。

　
然
し
こ
の
設
は
黒
水
と
い
ふ
名
穂
を
、
黒
龍
江
の
み
に
限
定
し
、

黒
水
部
が
黒
龍
江
下
流
域
に
居
た
と
い
ふ
從
來
の
設
に
轡
し
、
東

流
松
花
涯
の
下
流
を
も
階
唐
時
代
に
は
黒
水
と
謂
は
れ
、
こ
の
地

方
に
も
黒
水
整
備
が
住
し
て
居
た
と
す
る
鮎
に
於
い
て
は
、
後
干

の
馬
歯
書
室
準
憾
の
記
事
よ
り
見
て
も
安
當
な
主
張
と
認
め
得
る

が
、
然
し
黒
水
府
を
今
の
依
薗
に
置
く
こ
と
に
は
積
極
的
な
差
糠

は
全
く
な
く
、
こ
れ
は
尚
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
．
ら
う
。

　
又
池
内
博
士
が
。
こ
の
黒
水
府
依
蘭
設
を
支
持
す
る
た
め
に
用

ひ
ら
れ
九
爾
唐
書
の
室
輩
傅
の
記
事
も
、
却
て
黒
水
府
を
真
壁
よ

り
下
流
に
置
く
資
料
に
は
な
る
が
、
こ
れ
を
依
蘭
に
擬
付
す
る
低

減
に
は
な
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
蕎
唐
虞
、
巻
一
九
九
、
下
、

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巻
　
第
ご
號
　
　
三
八
三
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鐵
利
の
住
地
に
就
い
て
」

室
掌
傳
に
は
、

　
其
部
落
（
大
密
掌
）
傍
墓
建
河
居
、
其
頃
源
禺
突
蕨
至
聖
界
倶
輪
泊
（
今
の

　
呼
倫
泊
）
、
屈
曲
東
流
輿
那
河
（
今
の
徽
江
）
忽
汗
河
（
今
の
牡
丹
江
）
合
、

　
む
　
む
　
む

　
叉
東
経
南
…
黒
水
韓
鞠
之
北
、
北
黒
水
韓
芝
之
南
、
東
流
注
干
海
（
席
書
室

　
掌
傳
の
詑
事
亦
周
じ
）
Q

と
あ
る
。
望
建
河
は
今
の
額
爾
古
納
河
に
比
定
さ
れ
る
河
で
あ
．
る

が
、
こ
れ
が
東
流
し
て
那
河
（
今
の
鰍
江
）
忽
汗
河
（
今
の
牡
丹
江
）

と
會
す
る
と
し
て
屠
る
の
は
、
白
鳥
博
士
の
言
は
れ
た
如
く
、
踏

代
の
支
那
入
が
机
の
土
で
黒
龍
江
の
上
職
と
鰍
江
と
を
結
合
し
九

も
の
で
は
あ
ら
う
が
、
然
し
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
束
流
松
花
江
は

牡
丹
江
の
河
口
よ
り
以
束
に
於
い
て
、
南
北
黒
水
鞍
手
の
間
を
貫

流
し
て
居
た
事
實
だ
け
は
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
若
し
牡
丹
江
河

鷺
の
依
繭
地
方
が
、
黒
水
鞍
鵜
の
中
心
部
落
で
あ
っ
た
と
し
九
ら
，

牡
丹
江
を
合
し
て
か
ら
、
叉
東
経
南
黒
水
秣
鵜
之
北
、
北
黒
水
鞍

鵜
之
南
、
東
流
注
テ
海
な
ど
と
い
ふ
や
う
な
書
き
方
は
し
な
か
っ

た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
室
章
傳
の
記
事
は
、
黒

水
部
が
箏
ろ
依
繭
よ
り
も
下
流
に
左
つ
た
こ
と
を
底
意
す
る
に
役

立
つ
・
も
の
と
…
蕎
へ
よ
・
，
。

　
叉
買
歌
の
道
里
記
に
は
、

　
　
　
　
　
　
箪
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
三
八
四

　
至
渤
海
革
城
、
銃
臨
懸
汗
海
、
奨
西
南
三
十
里
有
古
鱗
慰
城
、
共
北
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
徳
引
墨
、
至
爾
黒
水
秣
靭
千
里
。

と
あ
る
。
こ
・
に
千
塁
と
あ
る
の
は
、
寧
安
地
方
か
ら
依
蘭
に
至

る
璽
撒
（
實
際
は
四
百
清
里
に
も
満
た
す
）
と
し
て
は
多
き
に
失
す

る
。
然
る
に
南
黒
水
鞍
賜
を
依
蘭
よ
り
下
流
の
地
に
置
け
ば
、
こ

の
里
撒
も
必
ず
し
も
不
適
當
で
な
く
な
る
。
こ
の
道
里
記
の
記
事

を
解
繹
す
る
に
昇
り
、
黒
水
鞍
鵜
の
住
地
に
關
毒
し
て
考
へ
ね
ば

な
ら
ぬ
の
は
、
こ
の
徳
理
鎭
の
位
置
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て

も
未
だ
定
説
を
得
て
居
な
い
歌
態
で
あ
る
。

　
池
内
博
士
は
掌
理
鎭
を
鏡
泊
湖
の
東
方
、
渤
海
の
上
京
（
今
の
東

京
城
）
を
北
に
去
る
こ
と
遽
か
ら
ざ
る
地
に
、
こ
れ
を
比
定
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
た
（
満
鮮
十
一
2
一
黒
影
頁
）
。
然
し
こ
の
徳
器
鎭
は
、

滋
里
記
の
文
章
を
虚
心
に
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
渤
海
の
上
京
よ
り

遠
か
ら
ざ
る
地
と
解
す
る
の
必
要
な
く
、
こ
の
地
よ
り
北
方
に
千

里
を
焦
る
南
黒
水
鞍
鵜
に
至
る
途
中
の
何
庭
か
に
こ
れ
を
求
む
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
津
田
博
士
は
、
こ
れ
を
東
京
城
（
渤
海
の
上
京
）
よ
り
牡
丹
江
に

滑
ひ
て
下
り
、
依
繭
に
至
る
ま
で
の
中
聞
に
置
か
ん
と
さ
れ
た
（
満

（1・10ノ



鮮
↓
三
、
二
八
糊
頁
）
。
然
し
博
士
が
こ
れ
を
依
薗
に
置
か
れ
な
か

っ
た
の
は
、
箭
内
博
士
以
來
の
黒
水
府
依
蘭
説
を
絶
鋤
の
も
の
と

さ
れ
た
結
果
で
、
他
に
大
し
た
理
歯
も
な
い
や
う
で
あ
る
。
さ
れ

ば
南
黒
水
蛛
鵜
が
依
薗
に
居
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
下
流
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
松
花
江
流
域
に
居
た
と
す
れ
ば
、
津
田
博
士
と
難
も
、
徳
理
鎭

を
依
蘭
に
置
く
こ
と
に
反
封
は
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
松
井
等
氏
は
、
単
利
の
住
地
を
烏
蘇
里
江
の
下
流
地
方
に
置
か

れ
九
が
、
道
里
記
の
徳
理
鎭
は
、
黒
水
秣
鵜
を
翌
翌
里
江
以
東
の

黒
龍
江
流
域
に
置
か
れ
た
關
係
か
ら
、
「
今
の
依
蘭
と
枳
空
し
て
牡

丹
江
の
左
岸
に
存
せ
し
明
代
の
斡
朶
早
歌
に
比
定
さ
れ
、
徳
理
は

邸
ち
斡
朶
里
の
省
略
で
あ
ら
う
」
と
見
ら
れ
九
（
満
洲
歴
史
地
理
、

巻
一
、
四
三
〇
頁
）
。
徳
理
・
韓
朶
里
の
音
の
比
定
は
溺
と
し
て
、

道
国
記
の
徳
理
鎭
を
今
の
依
繭
地
方
に
置
か
ん
と
さ
れ
九
態
度
に

は
、
余
も
亦
服
す
る
も
の
で
あ
る
。
黒
水
鞍
鵜
を
松
井
氏
の
如
く

烏
蘇
里
江
以
東
に
置
か
す
と
ぢ
、
依
薗
を
黒
水
部
の
住
地
と
見
す

に
、
こ
れ
よ
り
遠
方
の
松
花
江
下
流
域
に
こ
れ
を
置
け
ば
、
道
里

記
に
於
け
る
渤
海
の
首
都
（
今
の
東
京
城
）
地
方
か
ら
、
北
延
徳
理

鎭
、
至
南
撚
水
鞍
壷
千
里
な
る
徳
理
鎭
は
、
池
内
博
士
の
如
く
渤

　
　
　
　
　
鐵
利
の
住
地
に
就
い
て

海
の
首
都
の
北
遠
か
ら
ざ
る
地
に
求
む
べ
き
で
も
な
く
、
津
田
博

士
の
如
く
牡
丹
江
の
下
流
域
の
終
る
地
鮎
に
比
定
す
る
必
要
も
な

く
，
こ
れ
を
依
蘭
地
方
に
置
い
て
も
少
し
も
支
障
な
い
の
で
あ
る
。

池
内
博
士
の
考
も
、
津
田
博
士
の
考
も
、
黒
水
鞍
賜
の
中
心
部
落

を
依
薗
と
す
る
こ
と
を
既
定
の
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に
禍
さ
れ
て

居
る
。
既
述
の
如
く
黒
水
府
を
依
蘭
と
す
る
こ
と
に
、
何
等
積
極

的
な
論
糠
は
な
く
、
爾
軍
書
の
瀬
棚
傅
の
黒
水
鞍
鵜
の
位
置
に
開

す
る
記
事
は
、
依
蘭
を
黒
水
鞍
鵬
の
佳
地
で
な
い
と
解
し
た
方
が
、

調
て
よ
く
落
付
く
や
う
に
解
さ
れ
る
か
ら
、
徳
理
鎭
を
依
蘭
に
置

く
こ
と
に
少
し
も
不
都
合
は
な
い
。
さ
れ
ば
道
里
記
の
記
事
に
就

い
て
見
て
も
、
渤
海
の
首
都
か
ら
北
千
里
に
居
る
と
い
ふ
南
黒
水

三
厩
を
、
依
蘭
よ
り
も
蓬
方
に
置
き
、
寧
安
地
方
か
ら
其
地
に
至

る
中
間
の
最
も
重
要
な
地
黙
な
る
依
蘭
に
、
徳
理
鎭
を
置
く
こ
と

は
｝
層
鼻
聾
な
解
繹
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。

（
三
）

　
徳
理
事
と
音
の
類
似
し
た
も
の
に
、
金
代
に
は
直
黒
里
脚
質
勒

筆
の
嫁
城
な
る
特
郷
城
が
あ
る
（
金
儲
番
組
紀
、
牧
國
元
年
の
條
、
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鍵
利
の
住
地
に
就
い
て

及
び
遅
蒔
二
郎
）
。
こ
の
適
者
は
音
の
類
似
の
他
に
、
大
里
の
形
勢

よ
り
見
て
同
一
地
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
津
田
博
士

も
（
満
鮮
三
、
二
八
四
頁
）
池
内
博
士
も
（
満
鮮
十
一
、
二
二
二
頁
）
等

し
く
認
め
ら
れ
九
と
こ
ろ
で
、
殆
ど
疑
な
き
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

蒲
し
て
金
二
士
盧
火
傳
に
蹴
勒
筆
・
轍
贈
爵
兄
弟
、
薩
瀕
里
部
入
、

嘗
選
耶
難
路
云
々
、
と
あ
る
記
事
よ
り
見
て
、
直
樋
里
妙
辞
勒
半

の
撮
城
な
る
特
都
城
（
徳
理
鎭
）
は
、
耶
顯
路
と
近
接
し
て
履
た
こ

と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
徳
島
鎭
の
位
置
の
考
定
に
は
、

こ
れ
と
關
聯
し
て
金
代
の
耶
隼
町
の
位
置
を
も
併
せ
考
へ
る
必
要

が
超
る
。
若
し
特
堅
城
（
徳
理
鎭
）
を
依
蘭
に
置
け
ば
、
耶
癩
路
は

何
塵
に
置
く
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　
耶
言
路
の
位
置
に
就
い
て
は
、
次
の
三
連
が
あ
る
。

　
（
イ
）
雅
薗
葉
序
。
こ
れ
は
耶
管
路
を
今
の
露
領
滑
掌
篇
の
雅
爾

河
流
域
に
量
定
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
吉
林
通
志
（
雀
一
一
）
先
づ

こ
れ
を
唱
へ
、
我
が
松
井
等
々
亦
こ
の
説
を
採
用
さ
れ
た
（
満
洲
歴

史
地
理
第
二
巻
一
八
四
頁
）
。

　
（
ロ
）
鳴
恰
里
河
流
域
詮
。
今
の
圖
偲
江
の
一
支
流
な
る
疇
恰
里

河
流
域
を
以
て
、
実
況
路
に
常
て
ん
と
す
る
も
の
で
、
津
田
左
霜

　
　
　
　
　
’
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ご
十
二
巷
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吉
博
士
の
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
満
鮮
、
四
、
苗
代
北
町

考
）
。

　
（
ハ
）
東
京
城
地
方
設
。
渤
海
の
古
都
な
る
今
の
東
京
城
地
方
を

以
て
、
こ
れ
に
擬
諭
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
池
内
博
士
の
主
張
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
満
鮮
、
十
一
、
二
＝
一
二
二
六
頁
）
。

　
？
）
の
読
は
耶
纐
・
雅
繭
の
者
の
類
似
を
、
そ
の
主
要
な
理
由

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
雅
は
現
代
音
で
は
耶
と
類
似
す
る
が
、

金
工
の
音
で
は
爾
者
が
通
じ
た
か
ど
う
か
は
疑
は
し
い
。
耶
慨
は

蒸
溜
（
金
史
，
七
〇
、
思
廻
心
）
と
書
す
る
の
み
な
ら
す
、
移
獺
と

も
爲
し
（
旧
史
、
三
、
天
壌
二
年
二
月
の
條
）
て
居
る
乃
耶
・
押
。
移
の

三
宇
に
共
通
の
音
は
一
で
あ
．
る
か
ら
、
耶
瀬
は
恐
ら
く
嵜
つ
と
音

じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
耶
顯
水
は
貯
二
水
、
即
ち
三
水
と

い
ふ
意
味
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
道
河
と
か
、
三
水
と
か
、
三
の

名
の
付
い
た
水
名
は
、
東
満
洲
地
方
に
は
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
耶
鑓
水
は
必
ず
し
も
雅
嘉
応
に
比
定
す
る
を
要
し

な
い
。

　
叉
金
器
（
雑
益
〇
）
石
土
門
悸
に
は
、
欝
欝
が
景
組
の
命
を
鐵
て

耶
瀬
に
往
つ
た
記
事
が
見
え
て
居
る
ば
か
り
で
な
く
、

ほ或2



　
弟
（
石
土
門
の
弟
）
白
熱
懲
懲
卒
、
及
喪
心
大
毒
北
ハ
族
、
率
官
腸
往
焉
、

　
以
伐
遼
之
議
訪
之
。

と
あ
り
、
、
叉
完
載
希
ヂ
瀞
道
碑
に
も
洞
じ
こ
と
を
記
し
て
、

　
太
麗
以
祭
禮
會
於
移
幟
河
都
長
醜
徒
門
家
、
因
與
北
見
弟
建
伐
遼
之
議
、

　
特
○
輿
明
蹴
皇
帝
・
秦
王
宗
翰
皆
○
行
云
々

と
あ
る
。
さ
れ
ば
耶
癩
は
今
の
阿
城
地
方
を
本
糠
と
し
た
先
顔
氏

の
三
日
が
、
容
易
に
行
き
得
る
や
う
な
、
一
城
か
ら
あ
ま
り
遠
く

な
い
地
方
に
こ
れ
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
因
っ
て
沿
海
州
の
雅
蘭

河
で
は
あ
ま
り
に
撹
き
に
失
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
（
ロ
）
の
説
は
池
内
博
士
も
既
に
こ
れ
を
論
難
さ
れ
て
居
る
と
こ

ろ
で
あ
る
（
満
鮮
十
一
、
二
一
一
i
二
二
五
頁
）
が
、
爾
駄
足
を
顧

み
す
一
言
す
る
。
池
内
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
今
の
噛
恰
里
河

は
履
初
に
は
阿
茶
檜
水
と
言
は
れ
て
居
た
や
う
で
あ
る
が
、
（
満
鮮

九
、
　
一
八
六
一
｝
九
〇
頁
）
、
こ
の
地
方
は
穆
宗
の
阿
錬
征
伐
の

時
の
記
事
で
見
る
と
、
、

　
穆
宗
略
阿
茶
寝
水
、
盆
寡
軍
加
点
野
比
（
金
史
、
六
七
圓
踵
傳
）

と
あ
っ
て
阿
茶
墨
水
（
鳴
恰
二
河
）
流
域
は
、
孟
宗
の
阿
筋
金
恢
の

時
に
至
っ
て
始
め
て
略
定
さ
れ
弛
如
く
記
さ
れ
て
肩
る
。
然
る
に

　
　
　
　
　
籔
利
の
住
地
に
就
い
て

・
耶
纐
の
石
土
門
は
、
金
事
（
六
七
）
烏
春
傳
を
見
る
と
世
組
の
烏
春

征
伐
の
こ
と
を
記
し
て
、

　
　
世
麗
自
特
大
軍
輿
撒
都
合
、
緊
阿
不
駆
水
、
，
搬
感
動
部
皆
野
、
石
土
門

　
　
亦
以
所
部
兵
來

と
あ
り
、
叉
石
土
門
傳
に
は
、

　
　
世
胤
製
位
、
交
好
釜
深
、
郷
部
不
悦
、
遂
三
兵
攻
之
、
ハ
中
略
）
　
石
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
門
國
三
論
諸
部
、
使
附
於
世
】
紐
、
世
瓢
藷
之
、
後
伐
三
春
窩
諜
軍
及
鈍

　
　
恩
秋
庵
三
尊
、
皆
以
所
郡
從
戦
有
功

と
あ
っ
て
、
耶
癩
の
石
土
門
は
お
そ
く
と
も
愚
図
の
末
年
以
後
は

完
顔
氏
に
蹄
し
て
居
た
や
う
で
あ
．
る
。
さ
れ
ば
穆
宗
の
阿
躁
征
伐

の
時
に
至
っ
て
始
め
て
略
図
さ
れ
た
鳴
恰
里
河
流
域
地
方
は
、
耶

越
路
と
し
て
適
適
で
は
な
い
。
若
し
こ
れ
が
三
瀬
路
と
す
れ
ば
、

穆
宗
が
阿
茶
園
水
を
略
旧
す
る
に
際
し
、
何
等
か
の
形
式
で
耶
悪

路
或
は
石
土
門
の
沿
息
に
鰯
れ
た
記
事
が
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ

る
。
然
る
に
こ
の
こ
と
更
に
な
く
、
却
て
こ
の
時
始
め
て
こ
の
地

が
略
定
さ
れ
た
如
く
記
さ
れ
て
居
る
の
は
、
耶
顯
路
を
阿
茶
如
水

流
域
．
と
す
る
こ
と
の
密
議
な
い
理
由
と
す
る
に
足
る
で
あ
、
ら
う
。

　
（
ハ
）
の
説
は
金
輪
の
地
理
志
（
巻
二
四
い
）
や
、
脅
室
町
（
巻
七
〇
）

に
蘇
濱
耶
獺
二
水
翻
距
千
里
と
「
記
し
て
、
耶
野
水
は
蘇
濱
水
（
今
の
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二
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鐵
利
の
琵
地
に
就
い
て

緩
券
河
）
か
ら
千
里
の
距
離
に
在
っ
九
こ
と
、
又
地
理
志
や
完
顔
弓

傳
（
巻
七
〇
）
が
記
し
て
居
．
る
如
く
、
漁
期
の
地
が
地
味
戴
痔
で
あ

る
こ
と
の
二
條
件
を
、
共
に
充
足
す
る
地
と
し
て
東
京
城
地
方
を

選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
然
し
緩
芥
河
か
ら
千
里
の
距
離
に
在
っ

て
、
且
つ
地
味
戴
瘡
な
地
は
、
論
り
東
京
城
地
方
の
み
に
は
限
ら
な

い
か
ら
、
池
内
博
士
が
特
に
東
京
城
地
方
を
選
ば
れ
た
こ
と
に
は

何
等
積
極
的
な
論
嫁
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
且
つ
、
こ
の
地
方
を

地
味
薄
將
と
な
す
こ
と
に
既
に
疑
周
の
番
地
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
叉
池
内
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
（
世
説
、
＋
一
、
二
七
二
、
二
八
五

！
二
八
七
、
｝
ご
天
頁
）
、
金
の
世
磁
時
代
に
、
今
の
敦
化
地
方
に

は
温
都
部
の
玉
総
が
そ
の
本
豫
を
有
し
、
そ
の
勢
力
範
園
は
徳
林

石
の
北
の
姑
里
句
地
方
（
池
内
博
士
に
よ
れ
ば
今
の
寧
安
地
方
）
に

も
及
ん
で
居
た
や
う
に
推
せ
ら
れ
、
寧
安
の
北
方
に
於
い
て
牡
丹

江
に
流
入
す
る
今
の
海
浪
河
流
域
に
は
、
烏
林
下
部
が
至
重
し
て

贋
た
こ
と
殆
ど
疑
ひ
な
い
か
ら
、
烏
臨
写
部
と
渦
警
部
の
爾
勢
力

の
聞
に
は
耶
纐
の
大
三
石
土
門
の
勢
力
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
は
却

て
不
自
然
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
當
時
に
於
い
て
も
東
京
城
地
方

は
、
寧
安
地
方
と
伺
じ
政
治
的
勢
力
下
に
在
つ
九
も
の
と
考
へ
る

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
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方
が
妥
當
で
は
な
か
ら
う
か
、
余
は
右
の
如
き
見
地
か
ら
耶
顯
路

を
東
京
城
地
方
に
置
か
ん
と
す
る
説
に
は
、
逡
憾
な
が
ら
服
す
る

を
得
な
い
。

　
然
ら
ば
余
は
耶
轍
路
を
鼠
舞
に
求
め
ん
と
す
る
か
と
言
へ
ば
、

海
浪
河
流
域
な
る
鳥
林
答
部
の
勢
力
繋
駕
の
北
方
、
牡
丹
江
中
流

域
が
適
當
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
こ
の
地
は
山
岳
多
く
し
て
廣
大

な
霜
野
に
は
乏
し
い
が
、
寧
安
よ
吻
依
蘭
附
近
に
至
る
凡
五
六
十

里
（
H
本
里
）
の
間
、
全
く
入
姻
を
縄
っ
て
居
た
と
は
考
へ
ら
れ
な

い
。
さ
れ
ば
余
は
耶
瀬
水
は
こ
の
地
方
に
於
け
る
牡
丹
江
の
一
支

流
で
　
あ
ら
う
と
見
ん
と
す
る
。

　
斯
く
解
す
れ
ば
池
内
博
士
が
そ
の
東
京
城
地
愚
説
の
論
嫁
と
し

て
逃
げ
ら
れ
た
、
そ
の
距
離
が
緩
薫
製
か
ら
千
璽
で
あ
ら
う
と
い

ふ
こ
と
、
叉
そ
の
地
味
が
灘
瘡
で
あ
．
る
と
い
ふ
條
件
に
も
等
し
く

適
ふ
で
あ
ら
う
。

　
金
史
（
巻
七
〇
）
石
土
門
傳
に
は
、
馬
瀬
の
完
黒
部
は
金
室
の
二

極
の
弟
画
面
璽
の
血
統
を
樫
ぐ
も
の
で
、
ル
、
の
後
、
金
室
と
は
久

し
く
相
帯
問
し
な
か
つ
弛
が
、
景
組
の
時
に
至
っ
て
石
土
門
の
下

直
黒
海
が
遣
止
し
て
再
び
河
系
を
通
ぜ
ん
こ
と
を
講
ふ
九
と
傳
へ

「弊
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て
屠
る
。
、
こ
れ
は
固
よ
り
躍
な
る
同
源
傳
説
に
過
ぎ
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
牡
丹
江
中
流
域
に
居
た
耶
瀬
の
完
載
部
は
，
行
徳
河
流

域
に
居
た
烏
題
言
部
の
通
論
が
浸
落
し
た
後
、
邸
ち
景
組
の
末
頃

（
金
史
、
巻
六
七
、
石
顯
傳
）
か
ら
土
室
と
そ
の
勢
力
範
園
を
接
し
、

既
に
好
を
通
じ
て
金
室
の
葉
理
経
略
を
助
勢
し
て
居
た
歴
史
事
實

　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
物
語
で
は
な
か
ら
う
か
。
余
は
斯
く
隠

す
る
が
放
に
、
耶
欄
路
を
東
京
城
地
方
に
置
く
論
は
探
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　
耶
瀬
路
を
牡
丹
江
中
流
域
に
比
定
す
れ
ば
、
依
蘭
地
方
に
糠
城

を
有
す
ゑ
鼠
撚
里
部
の
跡
勒
箏
が
耶
野
営
を
侵
し
た
と
い
ふ
形
勢

に
も
よ
く
適
合
す
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
余
は
管
理
鎭
（
特
鄭
城
）

を
絵
漆
附
近
と
し
、
黒
水
肝
臓
を
踏
鍬
よ
り
も
下
流
の
松
花
江
流

域
に
置
く
こ
と
は
、
買
耽
の
道
出
費
の
記
載
を
忠
實
に
解
す
る
所

以
で
、
同
時
に
室
誰
傳
の
記
載
に
庵
符
合
す
る
解
繹
で
あ
る
の
み

な
ら
す
、
金
初
の
情
勢
に
も
敵
て
要
離
す
る
見
解
で
あ
る
と
信
ず

る
の
で
あ
る
。

（
四
〉

餓
利
の
猛
緬
に
就
い
て

　
以
上
の
如
く
身
代
の
特
郡
城
（
渤
海
の
徳
笹
野
）
は
、
・
今
の
依
簾

の
地
に
置
い
て
も
大
勢
よ
り
見
て
不
都
合
は
な
い
や
う
で
あ
る
。

然
る
に
金
初
に
は
鮮
麗
頭
城
と
い
ふ
地
名
が
あ
る
（
松
陰
紀
聞
）

が
、
こ
れ
は
松
井
豊
野
の
研
究
に
よ
る
と
（
満
洲
歴
史
地
理
、
窮
二

巻
、
嚇
八
八
i
一
九
六
）
、
今
の
依
薗
の
地
な
る
こ
と
全
く
疑
な
い
。

　
さ
れ
ば
こ
の
事
實
は
依
蘭
が
仕
初
に
於
い
て
特
鄭
城
の
所
在
地

で
あ
っ
た
と
い
ふ
余
の
説
と
一
見
矛
盾
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

然
し
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
余
は
こ
の
矛
盾
を
次
の
如
く
氷

解
さ
せ
る
。
物
の
一
番
上
を
女
露
語
で
は
得
勒
、
満
洲
語
で
は
α
o
δ

と
い
ふ
。
頭
の
こ
と
を
女
激
語
で
は
兀
住
、
満
洲
語
で
は
且
郎
と
、

い
ふ
が
、
赫
謙
語
で
は
農
と
い
ひ
、
ω
。
δ
⇒
語
で
は
O
挨
と
い
ひ
、

そ
の
他
の
↓
武
装
二
ω
o
語
で
は
鐘
。
と
か
負
皿
と
い
ふ
。
徳
理
や
特

鄭
は
得
勒
と
か
量
。
と
か
碧
し
竃
と
前
盛
続
の
語
の
心
音
で
は

な
か
ら
う
か
。
而
し
て
徳
理
や
特
鄭
は
上
と
か
頭
と
い
ふ
意
味
の

閲
急
遽
で
、
五
國
頭
城
の
薄
煙
は
特
鄭
城
（
徳
理
鎭
）
の
漢
旧
名
で

あ
ら
う
と
考
へ
る
。
因
っ
て
特
鄭
城
は
五
國
頭
城
と
同
じ
で
、
依

蘭
の
地
に
在
っ
た
と
見
て
少
し
も
不
都
合
は
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
次
に
徳
理
・
特
鄭
と
音
の
類
似
の
蹴
利
に
就
い
て
考
へ
て
見
や

　
　
　
　
　
第
ご
十
ご
巻
　
第
二
舞
　
　
三
八
九
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一
蹴
利
．
②
盤
題
に
就
い
く

う
G
既
蓮
の
如
く
松
井
等
氏
は
徳
理
鎭
を
蚕
繭
附
近
に
比
定
さ
れ

た
が
、
鐵
利
府
は
烏
蘇
里
江
下
流
地
方
に
置
か
れ
、
池
内
主
恩
は

徳
理
鍾
を
東
京
城
の
北
方
遠
か
ら
ざ
る
地
に
置
か
れ
た
が
、
鐵
利

府
は
こ
れ
を
阿
什
湛
流
域
に
置
か
れ
た
。
さ
れ
ば
松
弾
氏
も
池
内

博
士
も
鐵
利
府
と
徳
理
鎭
と
圖
…
地
と
は
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
然
る
に
津
田
博
士
は
徳
理
工
を
牡
丹
江
流
域
に
置
か
れ

た
・
こ
と
既
蓮
の
如
く
で
あ
る
が
、
鐡
利
府
も
こ
れ
と
岡
嚇
地
と
見

ら
れ
池
（
満
鮮
三
、
二
八
四
頁
）
。
余
は
そ
の
位
置
に
就
い
て
は
津

．
田
博
士
み
見
解
を
異
に
す
る
が
こ
の
徳
理
鎭
・
鐡
利
府
の
漁
者
を

同
一
地
と
解
さ
れ
た
見
解
に
は
賛
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の

理
由
を
蓮
べ
よ
う
。

　
前
蓮
の
如
く
余
は
徳
理
」
鎭
、
郎
ち
輪
留
城
を
五
露
頭
城
と
解
す

る
か
ら
、
鐵
利
府
を
徳
理
鎭
と
軸
心
と
見
れ
ば
鐡
利
部
は
五
衰
部

の
一
な
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
從
來
の
墨
．
説
は
鐡

利
部
を
五
國
部
の
一
と
し
て
は
解
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
殊
に

池
内
博
士
は
鐵
利
部
を
五
建
部
の
中
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
、
そ

φ
鐵
利
尉
二
連
河
流
序
論
の
主
要
な
根
櫨
の
輔
と
さ
れ
て
居
る
。

　
、
遼
史
（
巻
三
三
）
管
衛
志
下
に
、
五
國
部
・
剖
阿
里
國
・
盆
奴
婁

　
　
　
　
　
第
ご
十
」
．
一
巷
　
第
二
槻
　
　
三
九
〇

國
・
奥
塁
米
國
・
賊
塁
篤
黒
・
爆
管
吉
國
と
あ
の
、
文
獣
蓮
考

（
巻
三
二
七
）
一
騎
の
部
は
五
國
を
詮
明
し
て
、
女
構
外
叉
有
五
國
、

聞
鐡
勒
、
臼
償
訥
、
臼
玩
突
、
日
勤
忽
、
日
咬
里
浸
、
皆
與
女
総

堀
境
と
記
し
て
居
る
の
を
見
て
、
池
内
博
士
は
こ
の
．
曝
者
を
比
較

し
、
盆
奴
篁
は
「
畷
訥
に
、
越
塁
篤
は
既
設
に
、
、
剖
阿
里
は
輪
忽
に
、

郷
里
眉
は
咬
箆
摂
に
、
當
て
ら
れ
（
満
鮮
三
、
｛
一
〇
一
一
ご
一
）
，

百
事
に
越
里
吉
部
が
あ
っ
て
鐵
勒
（
善
言
）
が
な
く
、
通
考
に
鐡
勒

が
あ
っ
て
越
塁
吉
が
な
い
の
を
解
繹
さ
れ
て
、
、
五
爵
部
は
遼
史
に

於
け
る
も
の
を
以
て
正
し
い
と
怠
れ
、
麺
考
に
鐵
勒
が
加
入
さ
れ

九
理
由
を
説
明
し
て
、
「
越
里
吉
は
重
煕
六
年
以
來
猫
腫
せ
る
一
・
部

族
と
し
て
存
在
せ
ざ
り
し
か
ば
、
五
國
に
關
す
る
知
識
を
華
人
に

傳
へ
し
も
の
は
一
撃
の
西
襲
的
の
名
稻
に
封
し
て
唯
其
の
撒
を
填

さ
む
が
爲
め
に
，
姑
く
鐡
利
を
加
へ
し
な
る
べ
し
。
さ
ら
ば
契
丹

の
僚
度
使
は
、
越
里
吉
部
に
居
り
、
而
し
て
五
國
の
諦
部
族
を
管

領
し
た
り
し
な
り
。
然
る
に
餅
る
任
務
を
有
す
る
官
司
の
置
か
る

・
べ
き
地
と
し
て
、
三
姓
（
今
の
雲
隠
∀
の
最
も
趨
當
な
る
は
甚
だ
見

易
き
所
な
れ
ば
、
越
里
吉
は
五
無
主
の
第
一
と
し
て
、
郎
ち
艦
籍

城
の
所
衣
地
に
程
せ
し
部
族
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
」
と
断
言
さ
れ
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℃
居
る
（
磁
心
三
、
一
一
五
～
よ
嚇
七
）
α
逡
卑
の
越
里
吉
以
外

の
四
部
族
が
、
通
考
の
鐵
勒
以
、
外
の
四
部
族
と
同
じ
で
あ
る
と
さ

れ
た
こ
と
は
，
池
内
簿
士
の
比
定
に
誤
は
・
な
い
が
》
右
の
博
士
の

考
説
に
於
い
で
需
疑
問
の
踊
る
べ
き
醗
地
の
あ
る
の
は
、
（
イ
）
越

里
吉
部
は
五
國
の
第
一
と
し
て
依
嘱
に
陣
し
て
居
た
と
認
む
べ
き

．
程
、
強
勢
起
部
族
で
あ
2
捗
否
か
と
い
ふ
こ
と
、
（
・
）
宋
入
の

五
端
部
に
開
す
る
知
識
は
重
熈
六
．
年
越
里
吉
部
が
∴
部
族
と
し
て

の
存
在
を
失
っ
た
後
に
戒
つ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
ふ
二
鮎
．

で
あ
る
。
、
　
　
’

－
先
づ
（
イ
）
に
就
い
て
考
へ
よ
う
。
、
池
内
博
士
が
越
墨
吉
を
五
國

部
の
第
一
と
さ
れ
る
こ
と
に
は
何
等
積
極
的
な
理
蚕
は
存
在
し
な

い
。
》
、
〕
の
部
落
は
節
度
使
を
置
か
れ
た
如
く
見
陵
乃
こ
乏
か
ら
、
．

直
ち
に
越
里
吉
を
五
七
の
第
一
と
見
て
、
こ
の
部
族
の
往
地
を
依

繭
に
置
く
ご
と
に
は
雪
像
の
係
地
が
あ
る
。

　
遼
奥
書
黒
本
紀
開
泰
七
年
三
月
の
條
に

　
・
命
東
牝
越
里
篤
・
剖
阿
里
・
満
塁
米
ρ
蒲
扇
箆
◎
鐵
羅
等
五
部
、
下
煮

　
翻
獺
皮
六
書
五
千
、
馬
三
百

と
見
え
て
」
逡
が
桜
皮
や
馬
の
歳
貢
を
命
ず
る
の
に
、
越
里
吉
を

　
　
　
　
　
、
鐵
利
の
催
地
に
就
い
て

除
外
し
て
鐵
醜
を
加
へ
で
居
、
り
、
，
叉
興
宗
本
紀
重
煕
六
年
八
月
の

條
に
、

　
北
数
理
院
雷
、
越
棘
（
越
里
吉
）
都
民
、
腰
刀
轡
型
疏
註
長
不
法
、
多
流
亡
馬

　
認
罷
越
棘
髪
皿
國
盆
帥
、
以
契
丹
節
燦
使
…
鋲
領
之

と
見
え
て
居
る
。
軍
に
そ
の
轡
長
の
不
法
な
る
た
め
に
部
民
が
多

く
流
亡
し
て
し
ま
ふ
や
う
な
有
配
で
は
、
越
里
吉
部
は
五
頚
部
の

最
大
部
落
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
程
強
大
な
部
族
と
は
考
へ
ら
れ
な

い
。
出
て
弱
小
な
る
部
族
九
か
ら
、
歳
貢
の
命
令
か
ら
除
外
さ
れ
、

輩
に
貧
長
の
不
法
な
り
し
故
に
部
暴
が
多
く
流
亡
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
ら
う
と
解
す
る
方
が
要
常
で
あ
ら
う
。

　
漸
く
見
る
と
越
里
書
部
を
酔
臥
部
の
筆
頭
と
す
る
こ
と
は
却
、
て

．
不
都
含
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。

　
次
に
（
ロ
）
に
就
い
て
考
へ
よ
う
。
地
偽
博
士
は
丈
献
山
臥
に
於

い
て
、
五
國
と
境
を
接
し
て
居
た
と
記
さ
れ
て
熱
る
女
眞
を
三
野
什

濁
地
方
の
生
女
颪
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
と
見
ら
れ
、
重
熈
の
初
に

於
け
る
阿
野
離
地
方
の
女
眞
は
、
未
・
だ
生
女
暴
と
し
て
其
勢
力
を

認
め
ら
れ
ざ
の
し
が
如
け
れ
ば
、
宋
人
が
五
帝
の
名
辮
を
傳
聞
し

モ
た
る
時
期
は
越
里
吉
の
業
繋
の
罷
め
ら
れ
た
る
難
業
で
あ
ら
う
、

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
、
第
二
難
　
　
露
九
一

ほ47）



　
　
　
　
　
鐵
利
の
侮
塊
に
就
い
て

と
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
、
る
（
満
鮮
三
、
一
，
六
〇
t
一
六
一
頁
註
9
）
。

　
然
る
に
宋
會
要
の
女
眞
の
部
を
見
る
と
、

　
ゆ
　
む
　
む
　
む
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
り
　
り

　
天
塚
元
年
、
遣
首
領
鋸
商
麗
使
徐
訥
入
貢
、
首
領
自
得
、
女
眞
之
外
、

　
又
有
五
團
、
日
鐵
勒
、
日
貴
志
、
日
玩
突
、
日
憤
忽
、
臼
離
塁
波
、
皆

　
隠
女
眞
此
世

と
あ
っ
て
、
通
考
と
全
く
同
じ
五
畿
部
に
辞
す
る
記
事
を
記
し
、

且
つ
ご
の
知
識
を
得
九
臨
期
と
由
來
を
明
記
レ
て
居
る
σ
、
ご
の
記

事
に
よ
れ
ば
思
人
が
五
國
部
に
關
す
る
知
識
既
得
沁
の
は
、
天
嬉

元
年
で
、
且
つ
五
國
部
と
境
を
播
し
で
居
る
女
眞
の
首
領
自
身
か

ら
聞
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
女
眞
は
宋
會
要
の
女
眞
の
部

の
記
事
を
詳
細
に
漏
す
る
と
、
池
内
博
士
の
考
へ
ら
れ
て
居
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

う
な
都
響
河
地
方
の
生
女
眞
で
は
な
く
、
そ
の
前
身
な
る
三
十
部

女
眞
で
あ
っ
た
。

　
意
思
元
年
は
遼
の
開
泰
六
年
で
、
越
黒
吉
部
が
一
部
族
と
し
て

の
存
在
を
央
つ
た
と
池
内
博
士
の
推
せ
ら
れ
た
重
煕
六
年
よ
り
は

二
十
七
年
以
前
で
、
逡
史
に
五
國
部
と
い
ふ
名
が
始
め
て
事
え
て

思
な
重
窯
元
年
（
遼
史
興
宗
本
紀
）
よ
り
は
十
六
年
以
前
で
あ
る
。

驚
輿
に
於
い
で
慧
兀
惹
や
渤
海
を
加
へ
下
多
麗
紀
和
二
軍
年

　
　
　
　
　
繁
二
ま
二
巻
　
第
二
號
「
　
三
九
二

四
丹
の
條
）
或
は
鐵
耀
を
加
へ
て
（
前
掲
聖
宗
紀
威
霊
七
年
三
月
の

條
）
五
部
と
記
さ
れ
た
棚
は
あ
る
が
、
影
響
部
の
稔
呼
の
見
え
て

居
る
の
は
興
宗
紀
重
煕
元
年
＋
一
月
の
條
が
始
で
あ
る
っ
さ
れ
ば

五
聖
部
に
毒
す
る
無
人
の
知
識
は
討
入
の
そ
れ
よ
り
も
古
き
こ
と

疑
な
く
、
且
つ
そ
れ
は
五
國
部
の
隣
人
な
る
女
眞
人
か
ら
直
接
聞

い
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
五
器
部
に
就
い
て
の
樗
呼
は
、
女
討
入

に
創
り
、
こ
れ
が
工
人
に
傳
っ
て
漢
課
さ
れ
た
も
の
で
、
逡
入
は
却

て
尊
人
か
ら
そ
の
樗
呼
を
徳
聞
し
た
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
属
人
は
宋
人
か
ら
五
國
の
名
を
聞
い
た
が
、
そ
の
中
の
鐵
利

は
寒
詣
部
の
他
の
部
族
よ
り
も
遙
に
早
ぐ
か
ら
邊
に
朝
貢
し
、
他

の
四
部
族
と
は
異
っ
て
遼
と
特
別
の
關
係
に
在
っ
た
か
ら
、
・
諸
人

は
単
利
を
五
首
部
か
ら
除
外
し
、
他
の
四
部
族
と
同
じ
く
統
和
二

十
桶
年
頃
か
ら
遼
に
朝
貢
し
た
厨
M
地
方
の
部
族
な
る
越
里
吉
を

鐵
利
の
代
り
に
入
れ
て
、
そ
の
撒
を
満
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
欺
く
考
へ
贈
る
と
違
濫
部
の
申
に
鐵
利
部
を
除
外
し
て
越
里
吉

部
を
加
へ
る
書
史
の
記
録
よ
り
は
、
鐵
利
部
を
入
れ
た
憂
人
の
記

録
の
方
を
正
し
い
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
蒲
し
て
鐵
利
を
五
國
の

（ユ48）



中
に
加
へ
る
以
上
．
そ
の
活
動
振
り
よ
り
見
て
鐵
利
が
工
人
の
記

録
に
見
え
る
如
く
五
國
部
の
第
一
に
置
か
る
べ
き
は
言
ふ
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
る
。

・
以
上
の
考
察
に
し
て
誤
な
い
と
す
れ
ば
、
鐡
利
部
は
五
彩
部
の

筆
頭
で
大
勢
よ
り
見
て
も
こ
れ
が
依
蘭
の
地
に
在
っ
た
み
見
ら
る

べ
き
は
黙
然
で
あ
ら
う
。
然
る
に
鐵
利
（
鐵
勒
）
は
徳
島
（
特
鄭
）
と

周
じ
く
女
眞
語
の
字
訓
、
赫
惣
語
の
葺
ω
o
δ
切
語
の
◎
韓
と
普

が
通
す
る
か
ら
、
頭
と
か
上
と
か
い
．
勘
意
味
の
女
話
系
統
の
語
の

勤
音
で
あ
ら
う
。
．
而
し
て
依
爾
の
地
を
五
瓢
箪
城
と
言
っ
た
の
は

五
國
鐵
利
城
の
漢
課
名
と
見
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
鐡
利
尉
は
細
隙
の

．
地
に
在
っ
て
徳
理
事
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
見
て
も
少
し
も
支
障

な
い
の
で
あ
る
σ

　
又
樋
代
の
宋
入
の
記
録
に
は
鐵
利
に
音
の
類
記
し
土
部
落
名
で

鐵
句
と
書
し
た
も
．
の
が
あ
る
。
邸
ち
胡
矯
の
陥
北
記
を
見
る
と
。

彼
が
輻
州
（
今
の
彰
武
の
北
方
）
で
聞
い
た
こ
と
と
し
て
、

　
距
契
丹
國
、
東
至
子
海
、
礁
義
盗
、
既
ハ
族
野
苺
暴
慢
、
再
応
剛
勇
、
．
奨

　
地
回
草
木
水
蚤
濁
色
勢
車
㍉
澄
之
葦
笛
後
可
飲

と
記
し
て
居
る
。
こ
の
記
事
よ
り
見
て
も
鐡
旬
は
鐡
利
と
同
じ
も

　
　
　
　
　
毅
利
の
佳
地
に
就
い
、
て

の
と
推
し
て
支
障
な
い
や
プ
に
思
は
れ
る
が
．
夏
に
語
意
の
上
か

ら
も
湘
通
す
る
や
う
に
解
さ
れ
る
。
女
鴬
語
で
は
上
城
の
こ
と
を

黒
徹
武
得
と
い
ふ
。
黒
徹
は
城
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
か
ら
、
斌
得
は

上
と
い
ふ
意
味
で
あ
・
る
。
填
句
は
試
得
と
訟
日
。
か
類
似
す
る
か
ら
、

こ
れ
は
上
と
い
ふ
意
．
味
の
女
激
語
の
楽
音
と
も
見
ら
れ
る
。
さ
れ

ば
鐵
旬
は
鐵
利
と
意
味
に
於
い
て
も
相
題
す
る
や
う
で
あ
る
。

　
叉
遼
金
記
事
（
遼
史
拾
遣
、
雀
十
一
、
所
載
）
に
は

　
海
東
青
出
曝
露
眞
東
北
鐵
殉
等
五
國
、
遼
主
延
譲
酷
愛
之
、
毎
歳
大
寒
、

　
獲
使
趣
女
皇
以
海
東
青
入
貢
、
嚢
甲
欝
数
糟
取
之
、
五
國
界
巣
穴
中
、

　
’
往
往
職
孚
両
得
、
國
人
砂
壌

と
あ
る
。
こ
れ
を
宋
會
要
の
記
事
と
思
ひ
合
せ
れ
ば
、
鐵
旬
は
鐵

利
の
同
名
意
課
な
る
こ
と
全
く
疑
な
く
、
且
つ
五
心
の
筆
頭
の
如

く
記
さ
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
鐵
利
が
隠
亡
の
筆
頭
で
依
蘭
の
地
に

居
た
こ
と
は
全
く
疑
な
い
で
あ
ら
う
。

　
以
上
の
如
く
考
へ
る
と
池
内
博
士
の
鐵
利
滲
の
主
な
る
弱
灘
と

見
る
べ
き
は
、
二
藍
書
室
堂
傳
の
記
事
を
曲
解
さ
れ
て
黒
水
府
を

，
依
蘭
に
置
か
れ
た
こ
と
と
，
濡
雪
要
の
記
事
を
顧
み
ら
れ
す
，
通

考
の
記
事
を
重
煕
年
間
よ
り
後
に
得
ち
れ
た
知
識
に
基
く
も
の
と

　
　
　
　
　
　
箪
二
十
二
巻
　
第
一
、
一
號
　
　
・
三
九
笹

（149）層



　
　
　
　
　
載
糾
の
佳
触
に
就
い
て

解
さ
れ
た
こ
と
の
二
聡
と
見
ち
れ
る
で
あ
ら
う
。
、

　
次
に
津
田
博
士
の
詮
を
見
る
と
、
博
士
が
そ
の
鐵
利
府
牡
丹
江

流
域
説
の
根
饗
と
さ
れ
て
居
る
の
は
、

　
（
イ
）
渤
海
の
首
府
か
ら
甚
し
く
旧
く
な
い
こ
と

　
（
ロ
）
名
鷹
の
産
地
と
思
は
れ
る
こ
と

　
（
ハ
）
明
豊
部
と
密
廼
し
て
居
る
こ
と

等
で
あ
な
。
こ
れ
等
の
諸
條
件
は
鐡
利
の
住
地
を
依
薗
地
方
と
し

で
も
満
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
殊
に
（
ロ
）
と
（
ハ
）
の
條
件
は

鐡
利
を
五
國
部
の
心
と
し
て
依
爾
の
地
と
し
た
方
が
下
鞍
適
切
に

充
．
足
ざ
・
れ
お
で
あ
ら
シ
¢

　
又
（
ギ
）
の
渤
海
の
首
府
か
ら
甚
し
く
遠
く
な
い
と
い
ふ
雑
件

も
、
鐵
洋
々
が
渤
海
使
簿
と
北
ハ
に
唐
や
我
國
等
へ
も
翌
々
入
朝
し

た
事
實
を
見
て
言
は
れ
た
の
で
、
そ
の
本
蝶
地
が
依
蘭
で
あ
る
と

し
て
も
、
牡
丹
江
に
港
ひ
て
上
れ
ば
直
ち
に
渤
海
の
上
京
に
溝
ら

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
，
必
ず
し
も
こ
の
條
件
と
抵
濁
す
る
も
の
で

は、

ﾈ
い
。
、

　
津
田
埠
士
が
こ
れ
等
の
條
件
を
慕
け
ら
れ
て
、
鐵
利
の
住
地
を

牡
丹
江
の
流
域
に
置
か
れ
な
が
ら
、
倫
依
蘭
ま
で
持
っ
て
行
か
れ

　
　
　
　
　
第
二
十
ご
巻
．
錐
ご
號
　
　
三
九
胆

な
か
っ
た
の
は
、
池
陽
博
士
と
樹
じ
く
、
依
爾
が
黒
水
韓
鞘
の
住
、

地
で
黒
水
府
の
所
左
地
で
あ
る
と
い
ふ
箭
内
博
士
以
來
の
考
を
信

奉
さ
れ
て
居
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
F
．
・

（
五
Y

　
鐡
利
、
部
は
麿
の
開
元
年
問
に
至
っ
て
始
め
て
史
上
に
現
れ
る
名
．

で
あ
る
。
池
内
博
士
の
、
研
究
に
よ
る
と
（
満
鮮
三
、
二
七
頁
）
聖
代

に
は
阿
伴
河
流
域
（
安
車
骨
部
の
住
地
）
の
東
北
方
、
依
薗
獄
東
の

地
方
に
は
黒
水
鞍
鵜
が
在
っ
た
や
う
で
あ
る
が
，
そ
の
間
に
餓
利

部
と
辮
す
る
特
別
な
部
掃
族
が
贋
た
や
う
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
さ

れ
ば
懲
悪
蔀
は
黒
水
鞍
鵜
の
一
部
分
を
成
し
て
み
た
も
の
で
、
鐡

利
部
と
い
ふ
の
ば
黒
水
秣
鵜
の
頭
（
上
）
部
と
い
ふ
意
味
で
は
な
か

ら
う
か
。
依
薗
地
方
は
そ
の
地
理
的
情
勢
か
ら
交
化
に
接
凄
し
易

い
た
め
に
、
鐵
利
部
は
黒
水
韓
鵜
の
中
の
他
の
．
諸
部
に
比
し
て
古

く
文
化
を
辮
焦
し
て
、
叉
そ
の
野
性
を
失
っ
た
こ
と
も
比
較
的
早

か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
Q
且
つ
依
薗
地
方
は
渤
海
の
勢
力
も

徹
底
し
易
い
の
で
、
依
繭
よ
り
東
方
の
黒
水
鞍
鵜
が
飽
く
ま
で
渤

海
の
勢
力
に
反
抗
し
た
る
に
反
し
」
鐡
利
部
は
早
く
渤
海
に
從
順

（150）



と
な
り
そ
の
勢
力
の
下
に
文
化
的
希
求
の
充
足
に
韓
麗
し
て
居
た

の
で
あ
ら
う
。

　
依
繭
地
方
の
鐵
利
部
に
渤
海
の
勢
力
の
及
ん
だ
こ
と
は
全
く
疑

な
い
が
、
そ
れ
よ
り
南
東
の
黒
水
鞍
賜
が
渤
海
に
服
嘉
し
た
か
否

か
は
明
か
に
は
知
る
を
得
な
い
。
唐
面
谷
（
谷
九
六
）
に
は
及
渤
海

浸
強
、
黒
水
亦
爲
墨
焼
馬
と
あ
り
、
麿
書
黒
水
鞍
暢
傅
に
は
、
後

渤
海
盛
、
鞍
購
皆
役
、
風
之
、
不
毛
與
王
種
突
と
あ
る
が
、
唐
會
要

は
黒
水
鞍
鵜
の
住
地
を
渤
海
の
顯
徳
府
（
今
の
敦
化
地
方
）
の
北
と

兇
て
居
り
、
厭
書
は
渤
海
鞍
鞠
以
外
の
鞍
聡
を
監
く
黒
水
鞍
壷
と

見
て
居
る
や
、
7
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
の
記
録
が
黒
水
株
鵜
の
渤

海
に
服
下
し
た
如
く
記
し
て
居
て
も
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
眞
と

す
る
に
は
足
り
な
い
。
鐵
利
部
の
故
地
に
鐵
利
府
、
携
乾
瓢
の
故

地
に
東
李
府
、
思
量
部
の
故
地
に
懐
遠
癒
が
置
か
れ
る
等
、
渤
海

に
服
慨
し
た
主
要
な
、
秣
鵜
部
族
の
故
地
に
は
重
く
渤
海
の
地
方
官

騰
が
置
か
れ
た
の
に
、
黒
水
部
に
黒
水
府
の
置
か
れ
た
こ
と
の
史

上
に
見
え
て
居
な
い
瓢
よ
り
見
て
、
黒
水
部
が
渤
海
に
服
引
し
た

か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
叉
若
し
渤
海
に
簾
属
し
た
と
し
て

も
そ
の
礎
鰯
の
程
度
は
非
常
に
微
場
で
あ
っ
た
で
あ
ら
ケ
。
↑
、
「

　
　
　
　
　
駿
科
の
熟
地
に
就
・
い
て
・

　
天
費
以
後
渤
海
の
勢
力
が
一
暦
鐵
利
部
に
茄
は
り
、
渤
海
の
依

繭
地
方
の
縄
醤
は
盆
々
進
展
し
て
來
た
の
で
，
依
蘭
以
東
に
居
た

黒
水
部
は
唐
と
の
通
好
の
道
を
噺
た
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
さ

れ
る
。
唐
軸
簾
等
が
黒
水
部
の
渤
海
に
服
寄
し
た
如
く
記
し
て
居

る
の
は
、
そ
の
唐
に
通
じ
な
か
っ
た
事
費
を
見
て
記
し
た
も
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
さ
れ
ば
こ
の
黙
．
よ
り
見
て
も
黒
水
鞍
報
を
依
蘭

に
置
く
こ
と
．
は
要
常
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　
因
て
余
は
鐵
利
部
を
依
蘭
に
比
定
し
、
黒
水
隠
構
を
そ
れ
よ
り

下
流
の
松
花
江
流
域
に
も
置
く
こ
と
は
當
時
の
大
勢
よ
り
見
て
も

適
切
な
見
解
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。

註①
池
内
博
士
ほ
、
一
門
氏
の
始
胤
同
源
一
説
の
成
立
か
考
定
さ
れ
て
、
こ

　
の
簿
説
ほ
本
日
完
顔
疏
麟
身
の
も
の
で
な
く
、
「
實
ほ
貌
宗
實
錐
の
編
潜

　
慰
顔
姦
智
が
四
十
門
へ
渇
蘇
館
女
眞
の
課
長
）
の
鴬
に
田
來
し
れ
る
其
の

　
一
匹
飢
の
仙
け
説
に
．
多
少
の
修
論
た
加
押
へ
且
つ
三
”
麗
の
久
回
に
北
ハ
の
酪
騨
か
蹴
ハ
へ

　
し
に
過
ぎ
ざ
る
べ
き
を
し
と
言
ほ
れ
て
層
る
。
博
士
の
説
に
よ
う
と
、

　
・
あ
傳
説
ほ
金
室
が
そ
の
建
國
後
、
他
よ
り
探
用
し
雲
も
の
と
見
ら
れ

　
る
の
で
あ
ろ
。
然
し
高
麗
史
（
巷
一
三
）
怨
見
る
と
容
宗
の
第
四
年
六
月

　
に
、
高
麗
に
來
糞
完
熟
烏
略
読
の
使
の
千
言
と
し
て
、
昔
我
太
師
盈
歌

　
言
言
、
我
淑
髪
表
革
大
邦
、
塁
．
干
子
孫
．
義
合
爵
附
、
今
太
締
鳥
雅
束
亦

　
　
　
　
　
　
第
ニ
ヤ
ニ
巻
，
第
二
號
　
　
三
九
鉦

（1ij1）



　
　
　
　
　
蹴
荊
俄
雪
亀
に
轟
い
て

・
以
大
邦
爲
父
像
之
國
と
認
し
て
房
ろ
。
・
・
れ
に
よ
る
と
完
顔
氏
の
始
瞭

　
憐
観
ほ
烏
雅
束
康
宗
）
蒔
代
か
ら
完
顔
或
由
勇
の
も
の
と
し
て
春
し
六

　
こ
と
臣
全
く
疑
な
く
、
池
内
博
士
の
考
設
に
誤
と
見
る
べ
壱
、
で
あ
る
ゆ

②
三
十
部
女
眞
の
住
地
ぽ
池
内
搏
士
の
研
究
（
滞
鮮
八
、
朝
鮮
高
麗
朝
に

　
．
於
け
ざ
東
女
眞
の
海
窩
）
に
於
い
て
採
、
成
興
地
方
で
あ
る
が
、
余
ぽ
こ

　
の
女
眞
ぽ
威
鏡
廼
地
方
の
み
な
ら
す
聞
島
地
方
に
も
猛
ん
で
居
乳
女
眞

　
部
艦
の
紐
稽
で
あ
る
と
解
し
、
賜
城
地
方
の
生
女
眞
も
實
ほ
三
十
部
女

　
眞
が
濠
の
中
期
以
後
に
於
い
て
移
住
し
実
も
の
な
そ
の
生
要
分
子
と
亨

　
る
も
の
で
あ
み
と
見
ん
と
す
る
。
然
し
朱
人
に
丑
醐
部
の
こ
と
な
憾
へ

　
ぬ
も
の
は
三
＋
都
の
中
の
成
興
地
方
に
住
し
て
層
雲
部
族
の
一
會
で
あ

・
る
・
、
、
と
ぽ
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
等
の
鮎
に
就
い
て
は
稿
か
改
め
て

」
論
ず
ち
で
あ
ら
う
つ

　
　
追
　
記

　
池
内
博
士
は
最
近
獲
行
の
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
第
＋
五
珊

．
所
載
の
勿
吉
考
に
於
い
て
，
再
び
黒
水
府
の
位
置
に
就
い
て
論
ぜ

ら
れ
て
居
る
（
三
〇
一
四
二
頁
）
。
余
は
不
豊
に
も
こ
れ
に
接
せ
す

も
て
本
稿
を
印
刷
に
附
し
，
塗
に
博
士
の
近
稿
に
敬
意
を
表
す
る

を
得
な
か
っ
た
の
を
慰
憾
と
す
る
。
然
し
博
士
の
結
論
に
於
い
て

は
勿
論
、
そ
の
論
嫁
も
亦
前
の
鐵
利
考
に
於
け
る
と
大
差
な
き
を

認
め
る
か
ら
航
余
の
こ
れ
に
封
ず
る
態
度
に
於
い
て
も
些
の
痩
更

な
き
こ
と
を
、
本
稿
の
初
校
を
終
る
に
際
し
；
口
附
記
す
る
に
止

。
め
る
。
・

r
漿
ご
r
ず
二
巷
　
餓
〃
ご
…
號
　
　
　
三
九
山
ハ
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